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損害賠償請求事件の控訴に伴 う1議案提出について 罐纂≫

損害賠償請求事件 (平成28年 (ワ )第893号)の那覇地方裁判所の判決を不服として

控訴するため、別添のとおり議会へ議案提出してよろしいでし,ょ うか。

○ 原告     (訴 訟代理人 池宮城紀夫以下 8名 )

○ 被告 沖縄県 (代表者沖縄県知 事 翁長雄志 )
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議案の概要の説明

部課名 警1察本部警務部監察課

1,件名

損害賠償請求事件の控訴の提起:について

2 議案提出の必要性

平成30年 1月 16口 t那覇地方裁判所 (平成28年 (フ )第893号)損害賠償請求事件に

ついて、那覇
:地

方裁判所から被告の沖縄県に損害賠償を命ずる敗訴判決の言渡し及び判
‐
決書の送達がなされたが、この判決を不服として控訴するため、地方自治法 (昭和22年

法律第67号)第96条第 1項の規定にょり議会の議決を必要とする。

3 議案の概要

に}原告は、平成28年 11カ 3日 、米章北部訊1練場周辺の県道を自動:車で走行中、警視庁

警察官に工事に対する抗議参カロ者として扱われ、 2時間以上:留め置かれた上、ビデオ

撮影をされたことは、原告の自由及びプライバシーを侵害する違法なものであり、精

神的苦痛を被ったとして、沖縄県に対し、国家賠償法 (昭和22年法律第125号)第 1

条に基づき、慰謝料50万円及びこれに対する平成28年 11月 3日 から支払済みまでの民

法所定の年5分の割合による遅延損害金の支払いを求める民事訴訟を、平成28年11月

7日 に那覇地方裁判所に対して提起した。

121 県警察と.し ては、頻発 していた米章北部副1練場周辺での工事車両に対する危険かつ

違法な抗議行動を防上するための措置であり、必要最小限度の方法で行つた適法・

適t/Uな 措置であつた旨主張したが、平成30年 1月 16日 、那覇地方裁判所から、沖縄

県の敗訴判決が言い渡されたため、この判決を不服として控訴するものである。

4 根拠法令

ほ)地方 自治法第96条第 1項第12号
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5 関係各課 との調整状況

財政課 と調整済み

6 添付資料

ほ)根拠法令等の参照条文

(2)そ の他参考となる資料
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損害賠償請求事件の控訴の提起について (.案 )

平成30年第 2回1臨時会

警察(本部警務部監察課

後
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乙第 1号議案       .

損害賠償請求事件の控訴の提起について

那覇地方裁判所 (平成お午 (フ )第8銘号).損害賠償請求事件の控訴の提起だつしヽて、

地方白治̀法 (昭和22年法律第計号)第96条第1項の規定により,次のとおり議会の議決を

求める。

1 事  件  名

2 当  事  者 原告

被告 那覇市泉崎 1,丁 目2番 2号

沖縄県 (代表者知事 翁長雄志)

事案発生年月日 平成麓年11月 3日

判  決‐ 串 平成30年 ■月16日
.

損 害 賠 償 額 30o,o00円及びこれに対する平成28年 11,月 3日 から支払済みまでの

民法所定の年 5分の割合による遅延損害金            ′

判 決 内 容 Ell紙|め とおり ~

平船 0年 月 日提出
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損害賠償請求事件 (那覇地方裁判所平成28年 (フ )第893号)

沖縄県知事 雄長〈
羽

‐
′[Lト

理 由

平成30年 1月 16日 、那覇地方裁判所 (平成28年 (フ )第898号)損害賠償請求事件に

ついて、那覇地方裁判所から被告の沖縄県に損害賠償を命ずる敗訴判決の言渡し及び判

決書の送達がなされたが、この判決を不服として控訴するため、地方自治法 (昭和22年

法律第67号)第96条第■項の規定により議会:の議決を必‐要とする。

これがtこ の議案を提出する理由である。
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那覇地方裁判所 民事部 御 中

控訴人 沖縄県

〒900-85

控 訴   状    (案 )

平成 30年 1月 30日

(代表者知事 翁長雄志)

70 沖縄県那覇市泉崎 ■.丁 目2番 2号

控訴人訴訟代理人

弁護士 官城和博  t

〒900-0022 沖縄県那覇市樋川 1丁 目■6番 11

)→
゛
ルプ

°
ラサ・ 3階宮城和博法律事務所 (送達場所)

電  話  098-979-5735

FAX 098-・ 979-5736

号

被控訴人

損害賠償請求控訴事件

訴訟物の価格 金  30万 円

鮎用印紙額  金 1万 :6,500円

上記当事者間の那覇地方裁判所平成 28年 (フ )第 893号損害賠償請求事件に

ついて、平成30年 1月 16日 に言い渡.さ れた判決は、全部不服であるから控訴を

する。

原判決の表示

1 被告は、1原告に対し、30万円及びこれに対する平成 28年 11月 3日 から支

払済みまでの年 5分の害1合による金員を支払え。

~~ 
陶

~
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2 原告のその余の請求を棄却する。

3 訴訟費用:は、これを5分し、その21を原告の、その余を被告の負担とする。

―     ‐        控訴の趣旨

1 現判決を取り消す。

2 被控訴人:め請求を棄却する。

3 訴訟費用は、第■、第2審とも被控訴人の負担とする。

との判央を求める.。       ,

^             
控訴の理由

控訴の理由及び証難 、追って補充する。

添付書類:

控訴の理由及び証拠は、追うて補充する。

1 控訴状 幅1本)  ■通

2 訴訟委任状    1通

平:成 310'年 1,月 30日

被控訴人訴訟代理人

弁護士 宮城 和博

‐2/2 -
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